
�

解
題
】

巻
子
一
巻
。
前
欠
。
全
二
十
二
紙
。
架
蔵
番
号
Ｓ
貴
一
七
―
一
。

平
安
時
代
後
期
の
和
歌
会
に
お
け
る
漢
文
体
の
序

(

一
点
は
詩
会
の
序)

を
類
聚

し
た
書
物
の
残
巻
で
、
原
題
は
不
詳
で
あ
る
。
過
去
の
表
装
に
際
し
て

｢

扶
桑
古
文

集｣

と
名
づ
け
ら
れ
た
と
お
ぼ
し
く
、
一
九
六
三

(

昭
和
三
十
八)

年
に

｢

和
歌
真

字
序
集｣

の
名
称
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
一
九
一
〇

(

明
治
四
十
三)

年
、

野
口
遵
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
二
十
九
の
序
か
ら
な
り
、
部
分
的
に
は
早
く
か
ら

『

大
日
本
史
料』

第

三
編
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。｢

本
所
所
蔵

｢

扶
桑
古
文
集｣｣

(『

東
京
大
学
史
料

編
纂
所
報』

二
〈
昭
和
四
二
年
度
〉、
一
九
六
八
年)

で
は
全
体
の
紹
介
が
な
さ
れ
、

全
文
翻
刻
の
ほ
か
一
部
の
図
版
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

(『

同』

四
〈
一
九
七
〇
年
〉

一
三
三
・
四
頁
に
正
誤
表
あ
り)

。
加
藤
友
康

｢

扶
桑
古
文
集

(

ふ
そ
う
こ
ぶ
ん
し
ゅ

う)｣
(『

国
史
大
辞
典』

一
二
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年)

と
し
て
辞
書
に
も

立
項
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
部

(

一
〜
四
、
九)

に
つ
い
て
は
、
佐
藤
道
生

｢『

扶
桑
古
文
集』

訳
注

(

抜
萃)｣

(

池
田
利
夫
編

『

野
鶴
群
芳

古
代
中
世
国
文
学

論
集』

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
年)

に
お
い
て
訳
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。

本
史
料
の
紙
背
文
書
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
に

『

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報』

二

の
解
題
に
触
れ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
大
江

(

中
原)

広
元
宛
の
も
の
が
多
数

含
ま
れ
る
と
あ
っ
て
関
心
が
持
た
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
格
的
な
紹
介
は
、
五
味
文

彦

｢

和
歌
史
と
歴
史
学
―
和
歌
序
集

『

扶
桑
古
文
集』

を
素
材
に
―｣

(『

明
月
記
研

究』

九
、
二
〇
〇
四
年
。『

中
世
社
会
史
料
論』

校
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
再
録)

、

上
杉
和
彦

『

大
江
広
元』

(

吉
川
弘
文
館
、
人
物
叢
書
、
二
〇
〇
五
年)

ま
で
待
つ

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
紙
背
文
書
の
解
読
で
は
、
厚
い
裏
打
ち
に
阻
ま
れ
て
、
直
接
原
本
に

よ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
透
過
光
を
用
い
て
写
し
た
と
思
し
い
影
写
本

(

一
九
六
九
年

作
成
、
架
蔵
番
号

[3071.07‒37])

お
よ
び
写
真
帳

(

一
九
六
八
年
撮
影
、
架
蔵

番
号

[6134‒47])

に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
三
年
度
に
解

体
修
理
が
な
さ
れ

(

京
都
国
立
博
物
館
文
化
財
保
存
修
理
所
内
の
宇
佐
美
松
鶴
堂
に

委
託)

、
修
補
中
に
は
裏
打
ち
を
除
去
し
た
状
態
で
紙
背
文
書
を
撮
影
し
、
原
本
の

破
損
状
況
お
よ
び
朽
損
に
か
か
る
文
字
の
確
認
も
行
っ
た
。
今
回
の
翻
刻
で
は
、
こ

の
時
に
撮
影
し
た
写
真
を
素
材
と
し
て
い
る
。
修
理
後
の
現
在
は
薄
手
の
裏
付
ち
を

施
し
て
、
あ
る
程
度
、
紙
背
文
書
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
紙
背
の
余
白
に
は
多
数
の
習
書
が
確
認
さ
れ
る
が
、
な
か
に
紙
継
目
の
上
、

つ
ま
り
二
紙
に
ま
た
が
っ
て
記
さ
れ
た
習
書
が
あ
り
、
成
巻
後
に
加
え
ら
れ
た
も
の

だ
と
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
表
面
の
和
歌
序
の
文
字
を
写
し
た
も
の
は
見
あ
た
ら
ず
、

当
該
の
紙
背
文
書
中
の
字
句
を
書
写
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
の
で
、
表
面
の
書
写
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に
関
わ
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
紙
背
文
書
に
は
含
ま
れ
な

い
法
隆
寺
関
係
の
文
言
が
多
数
あ
る
こ
と
や
、『

法
華
経』

ほ
か
経
文
中
の
字
句
や

『

和
漢
朗
詠
集』

に
見
え
る
詩
句
が
少
な
く
な
い
こ
と
な
ど
、
注
意
す
べ
き
点
は
少

な
く
な
い
が
、
詳
細
は
今
後
の
検
討
を
俟
ち
た
い
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
別
途
刊
行
予
定
の
影
印
叢
書
に
譲
る
。

�

凡
例
】

一
、
文
書
の
配
列
は
、
現
状

(
二
字
利
用
面)

の
巻
頭
か
ら
の
紙
数
の
順
に
従
っ
た
。

そ
の
た
め
、
主
に
影
写
本
に
拠
っ
た
既
往
の
紹
介
と
は
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
。

一
、
現
状
の
紙
数
と
と
も
に
文
書
名
を
掲
げ
、
そ
の
下
に
既
往
の
紹
介
に
お
け
る
文

書
番
号
を

(
)

で
括
っ
て
付
し
、
あ
わ
せ
て
各
紙
の
法
量
を
標
示
し
た
。

一
、
翻
刻
の
体
裁
は
、
原
本
の
改
行
に
従
い
、
概
ね
現
在
通
用
の
字
体
に
改
め
た
。

た
だ
し
、
第
二
十
一
紙
裏
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
体
裁
を
改
め
、』

を
用
い
て
改

行
を
示
し
た
。
ま
た
、
変
体
仮
名
を
片
仮
名
で
代
用
し
た
場
合
が
あ
る
。

一
、
破
損
に
よ
り
文
字
が
判
読
で
き
な
い
箇
所
は
、
�
あ
る
い
は
�
�
�
と
し
た
。

残
画
に
よ
り
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
文
字
を
�
の
中
に
入
れ
た
。
ま

た
、
判
読
不
能
の
文
字
は
�
と
し
た
。

一
、
重
ね
書
き
さ
れ
た
文
字
は
、
左
傍
に
・
を
付
し
、
元
の
文
字
が
判
読
で
き
る
場

合
に
は

(

×

)

と
し
て
掲
げ
た
。

一
、
改
め
る
べ
き
文
字
や
前
後
か
ら
推
測
で
き
る
文
字
は

[
]

で
、
人
名
・
地
名

等
に
は

(
)

で
括
り
、
該
当
す
る
箇
所
の
傍
ら
に
付
し
た
。

一
、
紙
面
余
白
に
記
さ
れ
た
習
書
は
、
各
文
書
の
末
尾
に
主
だ
っ
た
も
の
を
掲
げ
た
。

繰
り
返
し
出
て
く
る
字
句
の
重
複
や
判
読
不
能
の
文
字
は
割
愛
し
た
。袖
と
奥
と

に
あ
る
も
の
は
、
お
お
よ
そ
の
目
安
に
／
を
入
れ
た
。

一
、
そ
の
他
、
書
誌
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
〇
を
付
し
て
注
記
し
た
。
こ
こ
に
い
う

第
一
紙
・
第
二
紙
と
は
、
重
ね
紙
を
し
た
書
状
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。

[

第
一
紙
裏]

左
衛
門
�
�
某
書
状

(

22)

縦
二
八
・
〇
糎

横
四
八
・
二
糎

御
慶
賀
事
、
雖
打
任
事
、

又
打
任
事
之
無
相
違
候
�

[

こ
カ]

そ
御
慶
賀
に
て
は
候
ら
へ
ハ
、
�

[

可
カ]

悦
思
給
候
者
也
、
須
�即

参
�

[

候
カ]

�

[

之
カ]処
、
正
月
廿
八
日
�
物
�

[

詣
カ]

候
テ
今
月
一
日
�
向
候
、
仍
�

聞
書
候
、
即
首
刻
許
参

候
之
処
、
令
出
御
了
�

[

之
カ]�

�

�
�
候
了
、
且
此
之
由
、
還
御
之
�

�

[

必
カ]々
入
見
参
候
�
�

[

之
カ]

申
侍
宮
藤
内
�
�

了
、
定
聞
食
候
覧
歟
、
如
何
、
�

不
審
候
、
�

[

猶
カ]可
参
賀
候
也
、
恐
々
謹
�

[

言]

、

(

建
久
七
年)

�

[

二]

月
八
日

左
衛
門
�
�
�
�

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

御
慶
賀
事｣

｢

折｣

[

第
二
紙
裏]

左
衛
門
少
尉
某
書
状

(

21)

縦
二
八
・
一
糎

横
四
八
・
六
糎

御
慶
賀
事
、
須
参

候
之
処
、
依
未
申
畏
、
不
出

仕
候
也
、
然
而
不
堪
恐
悦
、

捧
賀
札
所
令
言
上
候
也
、
恐
�

[

々]

謹
言
、正

(

建
久
七
年)

月
廿
九
日

左
衛
門
少
尉
賢
�

謹
々
上

兵

(

中
原
広
元)

庫
頭
殿

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、
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｢
何
所
有
南
北
貴
賤
上
下｣

｢

持
戒
毀
戒
威｣

／

｢

鬘｣
｢

莚

[

延]

命
増
長｣

｢

遠
聞｣

｢

十

方｣
｢

六
度｣

｢

眼
前｣

｢

被｣
｢

候
之
処｣

｢

雖
打
任
事｣

[

第
三
紙
裏]
藤
原
範
綱
書
状
○
第
一

紙
闕
く

(

20)

縦
二
八
・
一
糎

横
四
八
・
〇
糎

奏
者
給
事
候
也
、
本
人
若

�
惜
事
や
候
は
ん
す
る
を
、
聊

朝
恩
な
と
た
に
候
は
ゝ
、
彼
人
の

大
切
候
歟
、
今
一
両
日
之
間
、
伺
便
宜

能
々
可
披
露
候
也
、

康
慶
事
、
委
令
申
候
了
、
下
向
�

[

無
カ]

異
議
候
歟
、
毎
事
期
見
参
之

次
候
、
恐
々
謹
言
、

二

(

建
久
二
年)

月
十
日

範
綱

(

藤
原)

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

向
後｣

｢

向
社｣

｢

遅
々｣

｢

進
上｣

｢

者
歟｣

｢

暑
預｣
｢

可
披
露
歟｣

｢

湖
江｣

｢

事

候｣
｢

盛
徳｣

｢

期｣
｢

厳
重
殊
勝｣

｢

正
方
如｣
｢

令
沽
却
于
今
明
女｣

｢
有
御
遷
坐
歟｣

｢

半
日｣

｢

拝
客｣

｢

若
人
求
仏｣

｢

明
聞
是
経
典｣

｢

随
目｣

｢

法
隆
寺｣

｢
松
立
院｣

｢

過
分｣

｢

縁
所｣

｢

候｣
｢

香
花
散
杖
如
雲
霞｣

｢

法
花
寺｣

｢

灯
明｣

｢

本
来
無
東
西
、

何
所
南
北｣

[

第
四
紙
裏]

某
書
状

(

19)

縦
二
八
・
二
糎

横
四
八
・
六
糎

御
下
向
何
比
哉
、

越
前
国
池

(

今
立
郡)

田
庄
間
事
、

委
所
申
合
也
、
可
計
示
給
�

[

之
カ]

状
如
件
、

三

(

建
久
二
年
カ)

月
四
日

�
�

因

(

中
原
広
元)

幡
前
司
殿

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

御
下
向
何｣
｢

候
哉｣

｢

北｣

／

｢

依
無
指
事
不
申
案
内｣

｢

不
実
無｣

｢

不
思
食
処

之
条
、
如
此
晦
来
之
比｣

｢

幸
在
此
命｣

｢

ス
ム
マ
ツ
ス
ン
マ
ツ
�
�
�｣

｢

油｣
｢

由｣

｢

春
松｣
｢

夭
亡｣

｢

令
可
被
示
之
処｣

｢

見
参
之
由｣

｢

不
審
之
処
幸
在｣

｢

如
此
之
条｣

｢

神
野
田
事｣

｢

如
前
日｣

｢

先
度｣

｢

本
人
若｣

[

第
五
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状

(

18)

縦
二
八
・
一
糎

横
四
八
・
六
糎

一
昨
日
依
公
事
参
詣
日
�

[

吉
カ]

夜
前
所
令
還
向
候
也
、
昨
�

鎌

(

源
頼
朝)

倉
殿
御
書
の
候
け
る
ハ
、
信
�

令
持
参
浄
土
寺
候
之
由
、
令
�

候
、

還
御
今
日
可
候
之
由
、
可

(

衍
候
之

由)

、
所
聞
候
也
、
諸
事
見
参
之
次

可
令
申
候
、
恐
々
謹
言
、

二

(

建
久
二
年)

月
十
七
日

(

藤
原)

範
�

[

綱]

因

(

中
原
広
元)

幡
前
司
殿

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

御
参
之
次｣

｢

御
返｣

｢

返
事｣

｢

鶯
舌
声｣

｢

重
下
向｣

｢

拝
見
仕｣

｢

候
哉｣

｢

緑
樹

陰
前｣

｢

持
来
候｣

／

｢

浄
土
寺
候
之
由｣

｢

二
問
二
答
不
可
然
之
由｣

｢

諸
事
見｣

｢
由
尤｣

｢

越
前
国
下｣

｢

囿
下｣

｢

山｣
｢

所｣
｢

法
隆
寺
小
別
当｣

｢

南
無
阿
弥
陀
仏｣

｢

法
隆
寺
鵤
庄｣

｢

無
左
右｣

｢

達｣
｢

条｣
｢

御
下
向｣

[

第
六
紙
裏]
藤
原
範
綱
書
状

(

17)

縦
二
八
・
一
糎

横
四
八
・
六
糎

鎌
倉
殿
御
書
早
可
令
進

上
女
房
候
也
、
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今
夕
可
見
参
候
、
潔
斎
仕
�

[

候
カ]

間
、
不
参
上
候
、
若
御
行
之
便
候
�

[

者
カ]

可
奉
待
候
、
恐
々
謹
言
、

二

(

建
久
二
年)

月
廿
六・
日

範

(

藤
原) �

[

綱]

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

処｣
｢

半
天｣

｢

昔
了｣

｢
扇
代
岸
風
兮｣

｢

而
止
了｣

｢

代
々｣

｢

高｣
｢

会
了｣

｢

晩

前｣
｢

一
夜
山
月｣

｢

而
了｣

｢
相
尽｣

｢

山
事｣

｢

二
町
亭
事｣

｢

亭
候
也｣

｢

此
処｣

｢

度｣
｢

鎌
倉｣

｢

哀｣
｢

殿
御
書｣

｢
早
々｣

｢

所
済
進
目
録
有
今｣

｢

済
百
済
国
日
羅｣

｢

参｣
｢

験｣
｢

路
驚
耳｣

｢

深
鳥
登｣

｢
行｣

｢

奉
候
了｣

｢

事
奄｣

｢

間
座
下
灯｣
｢

路

宿｣
｢

写｣
｢

南
無
在｣

｢

有
日
月｣

｢

板
廂｣

｢
源
氏｣

｢

見
宮｣

｢

譜
及｣
｢

我
后
徳｣

｢

逢
久
不
申｣

｢

遼
遠｣

｢

徳
聖｣

｢

代
守｣

｢

氏
乍
逢｣

｢

礼｣
｢

身｣
｢

硯
筆｣

｢

暗
然｣

｢

去
了｣

｢

半
銭｣

｢

如
是
我
聞
、
一
時｣

[

第
七
紙
裏]

某
書
状
○
第
二

紙
闕
く

(

16)
縦
二
八
・
一
糎

横
四
七
・
九
糎

○
前

闕
く

所
候
也
、

昨
日
法
花
堂
へ
有
御
参
�

[

由]

承
及
次
第
、
返
々
無
止
�

[

事]

思
給
、
随
喜
之
涙
難
抑
�

[

候
カ]、

法

(

後
白
河)

皇
如
何
許
御
照
鑒
�

候
け
ん
と
偈

[

渇]

仰
、
諸
事

恥
覚
候
、
承
及
て
忝
な
�

引
ま
い
ら
せ
て
こ
そ
候
へ
な
と
�

便
宜
之
次
、
態
々
申
た
り
し
�

な
と
可
令
披
露
給
、
万
事
�

木
石
世
間
に
て
候
ニ
、
昔
時
�

罷
逢
様
恥
覚
候
、
如
此
事
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

勝
鬘｣

[

第
八
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状

(

15)

縦
二
八
・
一
糎

横
四
八
・
七
糎

○
前
闕
く

は
候
し
也
、
然
者
今
朝
御
参
�

若
被
近
事
も
や
候
は
ん
す
ら
ん
�

今
朝
令
参
浄
土

(

丹
後
局)寺

殿
給
�

返
々
神
妙
候
歟
、
其
次
御
�

[

書
カ]

事
者
、
令
伺
給
宜
候
歟
、
脚

力
随
其
左
右
可
令
�
進
給
�

[

候
カ]

歟
、
又
遅
々
其
恐
候
者
、
他
脚
�

[

力
カ]

に
て
も
令
進
給
、
何
事
候
哉
�

と
こ
そ
思
給
候
へ
、
今
朝
必
々
可

参
給
候
也
、
恐
々
謹
言
、

三

(

建
久
二
年)

月
十
四
日

�

[

範
綱]�

(

藤
原)

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢
勝
鬘
会
捧
物
竪
義
者

覚
宴

来
十
一
月
十
一
日
料｣

｢

法
花
会
追
物
一
口｣

[

第
九
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状

(

14)

縦
二
八
・
一
糎

横
四
八
・
五
糎

○
前
闕

く
か�

�
�
�
�
�
�
�

前

(

中
原
親
能)

掃
部
頭
殿
御
消
息
拝
�

[

見]

所
令
返
上
候
也
、
火
事
之
条
、
返
々
浅
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猿
候
、
何
様
候
け
る
こ
と
に
か
、
無

限
驚
歎
思
給
候
、
二
人
今
夕

見
参
之
次
、
可
申
承
候
也
、

今
朝

御
幸
清
水
寺
、
還
御
之
�

[

時
カ]

御
書
事
可
令
申
也
、
恐
々
謹
言
、

三

(

建
久
二
年)

月
十
八
日

�

[

範
綱]�

(
藤
原)

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

指
事
不
申｣

／

｢

勝
鬘
会
捧
物
一
半
日
為
容
事｣

｢

閨
覆｣

｢

扇
岸
風
気
客
門｣

｢

仰｣

[

第
十
紙
裏]

源
仲
国
書
状

(

13)

縦
二
八
・
二
糎

横
四
八
・
五
糎

為
召
上
宮
藤
八
忠
能
、
高
嶋
�

油
庄
被
下
力
者
桔
梗
法
師

候
事
、
謹
以
承
候
了
、
如
此
�

御
意
御
沙
汰
候
之
条
、
返
々
所
�

[

悦
カ]

思
給
候
、
且
中
納
言

(

一
条
能
保)

入
道
�

[

殿]

へ
も
地
頭
之
間
事
者
、
如
�

[

何
カ]

御
沙
汰
候
、
山
僧
等
狼
藉
�

可
被
留
候
之
由
を
申
上
候
之
�

[

上
カ]

者
、
定(

慈
円
カ)

座
主
御
房
へ
可
�

[

令
カ]

申
御
候
歟
、
委
細
可
参
�

候
、
恐
々
謹
言
、

十

(

建
久
六
年
カ)

一
月
五
日

刑
部
少
輔
仲

(

源)

�

[

国]

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

失
面
目｣
｢

仰｣
｢

失
神｣

｢

の
ゝ
ち｣

[

第
十
一
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状

(

12)

縦
二
八
・
〇
糎

横
四
八
・
六
糎

謹
承
候
了
、
八
九
寸
木
廿
二
�

[

本]

候
之
由
、
返
々
悦
思
給
候
、
於
淀

辺
可
請
取
候
也
、
往
還
其
煩

候
者
、
寺
江
辺
に
て
も
可
罷
預

候
、
今
度
営
作
偏
以
御
助
成

支
至
要
候
、
返
々
所
畏
思
給
候

也
、
毎
事
可
参
啓
候
、
範
綱

(

藤
原)

�
�

謹
言
、三

(

建
久
二
年)

月
十
一
日

範
�

[

綱]

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

謹
承
候
了｣

｢

事
新｣

｢

以
前
可
令
申｣

｢

請｣

／

｢

事
々｣

｢

依
旱
水
之
歎
雖
令｣

｢

難
渋
候
処｣

｢

依
無
事
重
々｣

｢

浅
猿
候｣

｢

閨
明
月
寒
月｣

｢

流
涕｣

｢

本
意
也｣

｢

御
気
色｣

｢

何
事
候｣

｢

候
哉｣

｢

此
条｣

｢

非｣
｢

思｣
｢

乃｣
｢

�
叶｣

｢

存
之｣

｢

有

様｣
｢

様
事
候｣

[

第
十
二
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状
○
第
二

紙
闕
く

(

11)

縦
二
八
・
二
糎

横
四
八
・
八
糎

誠
昨
今
不
令
申
案
内
、
不
審
候
之
処
、

悦
承
候
了
、
法
住
寺
殿
作
事
遅
速

令
注
申
給
、
尤
神
妙
候
、
広
御
所
事

申
給
、
尤
随
御
返
事
可
令
営
給
事

候
歟
、

大
進
返
事
返
々
神
妙
候
、
時
々
尤
可

令
申
給
候
也
、
自
昨
日
為
御
方
違

御
幸
�
候
浄
土
寺
殿也

、
還
御
今
夕
可
候
之
由
所
聞

候
也
、
昨
今
聊
沙
汰
事
候
、
不
参
候
�
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御
所
望
事
、
委
細
令
申
給
之
趣
、

可
令
披
露
候
也
、
伺
便
宜
候
処
、
未

申
出
候
也
、
博
士
御
所
望
、
尤
穏
便

事
候
歟
、
能
々
除
書
以
前
可
令
申
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

○
建
久
二
年
三
月
一
日
の
書
状
な
ら
ん
、

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

我
仕
候｣

｢

令
思
寄
出
立
仕
候
之
処｣

｢

非
本
意
候｣

｢

無
前
後
相
違
仕
者
也｣

[

第
十
三
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状

(

10)

縦
二
八
・
一
糎

横
四
八
・
三
糎

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

此
条
無
残
令
訴
候
、
老
者
な
と
こ
�

[

そ]

然
ハ
大
望
に
て
候
へ
、
仍
押
所
伺
に
�

可
候
に
候
、
重
謹
言
、

�
�
許

�
被
遣
御

文
候
歟
�
、

昨
日
令
参
給
之
由
、
今
朝

委
令
披
露
候
了
、
康
慶
事
、

令
申
候
了
、
恐
々
謹
言
、

二

(

建
久
二
年)

月
八
日

範
綱

(

藤
原)

因

(

中
原
広
元)

幡
前
司
殿

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

因
幡
前
司
殿｣
｢

三
経
院｣

｢

散
花｣

｢

法
隆
寺｣

｢

思
譲｣

｢

請
文｣

｢

委｣
｢

披
露
候

了｣
｢

康
慶
事｣

｢

昨
日
令
参
詣
稲
荷｣

｢

趣
前｣

｢

謹
言｣

[

第
十
四
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状

(

９)

縦
二
八
・
二
糎

横
四
八
・
六
糎

若
宮
并
御
塔
炎
上
事
、
�

所
驚
承
候
也
、
清
水
寺

御
�

[

幸
カ]

還
御
之
時
、
早
可
令
申
上
候
也
、

定
以
御
書
候
歟
、
私
に
も
前

(

中
原
親
能)

�

[

掃
部]�

頭
殿
な
と
へ
か
ゝ
る
事
承
候
�

歎
思
給
候
之
由
な
と
令
申
�

て
候
は
い
か
ゝ
候
へ
く
候
、
中

く
無

便
事
に
て
や
候
へ
き
、
可
計

仰
給
候
歟
、
恐
々
謹
言
、

三

(

建
久
二
年)

月
十
八
日

範

(

藤
原) �

[

綱]

因

(

中
原
広
元)

幡
前
司
殿

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

波
上
一
生
歓
会｣

｢

一
時｣

｢

時
来｣

[

第
十
五
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状

(

８)

縦
二
八
・
二
糎

横
四
八
・
六
糎

夜
前
令
入
御
精
進
屋
鳥
羽
�

[

殿]

、

御
畢
、
某
者
定
御
精
進
屋
�

令
参
す
ら
ん
な
と
こ
そ

御
�

[

気]

色
候
し
か
、
何
日
許
可
令
参
給
�

[

歟
カ]

且
可
参
会
候
也
、
毎
事
期
見
�

[

参]
之
次
候
、
恐
々
謹
言
、

三
(

建
久
二
年)

月
廿
四
日

範

(

藤
原) �

[

綱]

因

(

中
原
広
元)

幡
前
司
殿

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

辺｣
｢

相｣
｢

本｣
｢

入
候
也｣

｢

夜
前｣

｢

令
入
御
精
進
屋｣

｢

許
�｣

｢

鳥
羽
殿｣
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｢
進
上｣

｢

御
夜｣

｢

申
入
候｣

／

｢

た
つ
た
山｣

｢

次
恐
々
謹
言｣

｢

参
行
仕
了｣

｢

因

幡
前
司
殿｣

｢

何
日
許｣

｢

政
南
院｣

｢

万
事｣

｢

謹
法｣

｢

舟
中
波
上
一
生
勧
会｣

[

第
十
六
紙
裏]
藤
原
範
綱
書
状

(

７)

縦
二
八
・
二
糎

横
四
八
・
七
糎

播
州
地
頭
代
官
不
承
引
�

庁
宣
候
云
々
、
御

(

播
磨
・
美
濃
・
備
前)

分
三
箇
国

地
頭
之
左
右
可
被
注
仰
之
由
、
自

鎌

(

源
頼
朝)

倉
殿
度
々
令
申
御
候
歟
、

且
一
日
於
御
文
委
聞
食
候

了
、
而
如
此
候
、
何
様
御
沙
汰
可

候
哉
、
無
左
右
被
仰
下
子
細
候
�

[

者
カ]、

為
人
不
便
候
歟
、
猶
以

庁
御
�

[

使
カ]

如
召
使
一
人
被
下
遣
候
、
重
�

[

聞
カ]

食
子
細
候
歟
、
可
令
計
申
給
�

[

候]

歟
、
恐
々
謹
言
、

三

(

建
久
二
年)

月
十
一
日

範

(

藤
原) �

[

綱]

○
源
仲
国
書
状[

第
十
紙
裏]

の
墨
映
あ
り
、

○
余
白
に
以
下
の
習
書
あ
り
、

｢

期｣
｢

の
事｣

｢

被
令｣

｢

入
候
也｣
｢

食｣
｢

計｣
｢

申
給｣

[

第
十
七
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状

(

６)

縦
二
八
・
二
糎

横
四
八
・
六
糎

十
禅
師
宮
仮
殿
御
遷
宮
一
�

[

昨
日
カ]

�

廿
九
日
、
天
晴
風
静
無
為
令
遷
坐

候
了
、

君
之
御
願
成
就
候
、
公
私
�

[

之]

大
慶
何
事
過
之
候
哉
、
夜
前
所
還
�

[

向
カ]

候
也
、
明
後
日
四
日
、
御
上
棟
候
、
仍
明
�

[

日]

又
所
参
向
社
頭
候
也
、

一
日
御
文
未
令
披
露
候
也
、
�
�

後
可
返
上
候
、
且
御
気
色
之
�

を
も
可
令
申
候
也
、

御
熊
の
詣
料
橦
華
事
、
返
々
神
�

[

妙
カ]

候
歟
、
今
度
自
坂
本
罷
帰
候
�

[

者
カ]

必
可
令
進
給
候
歟
、
五
六
日
許
可
遅
�

候
也
、
恐
々
謹
言
、

○
後
闕
く

○
建
久
二
年
三
月
二
日
の
書
状
な
り
、

[

第
十
八
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状

(

５)

縦
二
八
・
二
糎

横
四
八
・
六
糎

下

(

安
田
義
定)

総
前
司
請
文
早
可
令
�

[

進
カ]

覧
候
、
此
事
近
江
馬
助
奉
行

所
被
下
折
紙
候
也
、
折
紙
�

由
季
遠
令
申
之
条
、
可
�
�

彼
人
候
也
、
抑
昨
日
御
教
�

[

書]

御
勘
発
之
状
や
ハ
候
け
ん
、
御
�

察
之
由
被
申
候
、
如
何
、
今
朝
�

[

令]

参
給
神
妙
候
、
諸
事
期
見
�
�

[

参
之]

次
、
恐
々
謹
言
、

三
(

建
久
二
年)

月
六
日

範

(

藤
原) �

[

綱]

[

第
十
九
紙
裏]
藤
原
範
綱
書
状

(

４)

縦
二
八
・
三
糎

横
四
八
・
四
糎

御
書
文
箱
二
通
慥
給
候
、

早
可
令
進
上
候
、
御
返
事
候
者
、
可
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�
進
候
、

有

(

播
磨
赤
穂
郡)
年
御
庄
御
下
文
、
同
可
令
進
上

宮
御
事
、
内
々
申
合
候
之
処
、
無

左
右
給
御
下
文
候
之
条
、
返
々
可

畏
思
給
候
也
、
御
沙
汰
之
次
�

[

第]

殊
悦
思
給
候
也
、
子
細
�

参
啓
候
、
明
日
令
参
給
�

諸
事
期
見
参
候
、
恐
々
謹
言
、

三

(

建
久
二
年)

月
五
日

範

(

藤
原) �

[

綱]

[

第
二
十
紙
裏]

某
書
状

(

３)

縦
二
八
・
二
糎

横
四
八
・
三
糎

こ
の
御
ふ
み
、
御
次
に
�

候
ぬ
る
に
や
、
い
か
さ
ま
�

御
不
審
之
候
ハ
ぬ
事

候
と
申
せ
と
候
、
恐
々
謹
言
、

正

(

建
久
七
年
カ)

月
廿
四
日

親
�

因

(

中
原
広
元)

幡
前
司
殿

[

第
二
十
一
紙
裏]

菅
原
氏
明
法
問
状

(

２)

縦
二
八
・
二
糎

横
四
八
・
三
糎

謹
問仮

令
、
甲
以
所
知
神
田
壱
町
、
限
直
参
拾
斛
、
段
別
三
石

充
、

放
券
于
乙
、
其
券
状
不
書

載
�

[

可
カ]』

弁
済
祖

[

租
、下
同
ジ]

米
於
本
領
主
之
由
、
而
当
州
之
例
者
、
於
不
輸
能
田
者
、
段
別
直

米
参
�

[

斛]

、』

至
于
薄
田
并
有
公
用
公
田
直
米
者
、
或
壱
斛
伍
斗
、
或
弐
斛
也
、
随
於

可
有
祖
米
�』

者
、
不
日
書
載
于
契
状
、
是
土
風
之
習
也
、
而
件
田
所
在
本
自
為

薄
地
弐
斗
代
也
、
凡
�
�』

此
田
一
処
、
彼
里
内
皆
以
最
薄
田
二
斗
代
也
、
而
如

此
田
限
不
輸
令
放
券
弖
以
残
田
令
�

[

勤
仕
カ]�』

放
券
代
之
所
当
役
者
、
古
今
流
例
也
、

随
如
券
状
者
、
不
見
可
弁
祖
米
之
由
、
然
�』

乙
不
意
之
外
逝
去
、
乙
室
家
丙
令

承
継
彼
遺
財
之
刻
、
甲
称
可
有
祖
米
之
�』

由
、
放
暴
悪
輩
、
付
作
人
等
令
譴
責

之
日
、
作
人
等
不
知
子
細
、
為
遁
当
責
、
暫
�

[

致]』

其
弁
歟
、
爰
甲
偏
或
如
先
日
知

行
伐
充
甲
私
領
戸
重
色
米
、
或
付
私
使
於
作
人
等
�

[

理
カ]

』

非
不
論
平
責
也
、
丙
之
女

丁
承
継
領
掌
之
刻
、
以
同
前
也
、
因
之
自
去
々
年
且
致
�』

且
為
止
苛
法
抑
留
彼

弁
之
日
、
綴
諸
無
実
成
訴
訟
、
令
致
苛
法
損
亡
之
条
、
理
致
�

[

可
カ]

』

然
哉
、
凡
神
田
・

御
薗
・
御
厨
等
、
割
其
内
所
摂
定
不
輸
雖
放
券
、
於
彼
放
券
田
之
勤
�』

以
残
地

所
令
勤
仕
本
役
也
、
随
伝
領
如
此
神
領
公
財
等
之
道
、
当
時
領
主
進
止
也
、
而
愚

�』

之
身
雖
存
知
券
文
之
状
、
更
不
知
法
意
、
仍
相
副
彼
券
状
案
、
謹
請
明
判
而

已
、

安
元
二
年
十
二
月
日

菅
原
氏

[

第
二
十
二
紙
裏]

藤
原
範
綱
書
状
○
第
二
紙

闕
く
か

(

１)

縦
二
八
・
三
糎

横
四
七
・
六
糎

御
書
給
候
了
、
早
可
令
�
�
�
、

私
御
文
拝
見
、
令
返
上
候
、

於・
田

(

×
小)(

尾
張
春
日
部
郡)

江
事
、
本
庄
ハ
号

(

×
小)於・
田
江
庄
、

新
庄
ハ
称
小
田
江
保
候
也
、

当
時
ハ
両
方
共
勤
地
頭

刑
部
丞

役
候
云
�

[

々]

、

此
仰
之
上
、
重
い
か
ゝ
ハ
令
申
給
ハ
ん
、

追
御
下
向
之
時
な
と
御
披
露
宜
候

歟
、
播
州
地
頭
事
、
此
次
被
仰
出

候
、
頗
其
憑
候
歟
、

平

(

平
盛
時)

五
被
申
候
状
こ
そ
神
妙
に
候
�
、

御
所
望
之
次
第
、
能
心
得
被
申
候
歟
、

伺
便
宜
次
�
�
�
�
�
�
�
�

○
建
久
二
年
二
月
乃
至
三
月
の
書
状
な
ら
ん
、
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